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I 目的 1 Tamm Horsfall prole in σHP)は、腎臓の遠位尿

細管上皮細胞より産生され、 健常人の尿中に豊富に排

世されている質量的 1同 kD のタンパク質である。 THP

には48 個のンステイン、 24 箇所の SS結告が存在する。

尿路結石や瞬脱史などの泌毘器系暁患で THP の排世量

が低下することが報告されており、 THP の臨床的意義

が期待されている。 健常人尿を非還元 SDSーポリアクリ

ルアミドゲル電気泳動(SDS -PAGE)法によって分隊し、
THP のウエスタンプロットを行うと、 1凹回 から高分

子に撞る陽性慢が確認される。この原因の一つがジス

ルフィド(SS)結告を介した露合であるかを検討するた
め、対角線電気泳動桂を用いた THP 構造多型の解明を

目的とした。

I方法I 対象には同意の得られた睡常人 出 名(男性 32

名女性 32名平崎土SD=21土2 歳)の随時尿を用いた。

初めに尿中 THP 濃度を 50 陣ImL に調整し、 7. 5%ゲル

で非還元 SDS-PAGE 法を行った桂、ウエスタンプロッ

トで THP の検出を行った。 対角線i屯気体動法iま非還元

SDS-PAGE 法で体動したゲルを l レーン毎に切り分け、

dithiothreito l で還元処理を行った桂、1O'lゐゲルの上に横に

して置き、還元 SDS-PAGE 桂を行った。体動佳は観染色

を行い、タンパク質を抽出した。 対角線電気泳動桂のゲ

ルから、特徴的なスポットを切り取り、高速液体クロマ

トグラフィー 質量分析装置を用いてタンパク質問定を

行った。

I結果l 健常人 64 名のウエスタンプロットの結果、全て

において THP 主パンドの 100回 の位置に偉がみられた。

主パンドより高分子にブロードの体動パターンが様々見

られ、対角線泣気泳動法を行ったところ、高分子のブロ

ード慢は 100回付近に収束した。質量分析を行った結果、
1 1X元自に 228 回、 2 70kD を示した THP 陽性パンド部分

から THP 及び免疫グロプリン y鎖と K鎖が同定された。

I考察 I 対角親電気樟動法より、高分子領域にみられた

THP は IgG などのグロプリンと SS結合を介した複合体で

はないかと推測された。また、 THP は亜合体を形成して

ダイマーやトリマーとして高質量領域にパンドが確認さ

れたと推測される。 本研究で臨床応用が期待されている

THP の生理条件下での構造多型を明らかにできた。


